
第１学年、第２学年 総合的な学習の時間 実践報告 

指導者 奈良教育大学附属中学校 

                                 教諭 市橋 由彬・吉田 寛 

 

１．単元名 「ひととの出会い」を通した学び ～２学年合同地域フィールドワーク（奈良めぐり）～ 

 

２．単元の目標 

 ・ＳＤＧｓ・ＥＳＤを意識した地域フィールドワークのコースづくりを行う。 ･･･（知識・技能） 

 ・ランドスケープの視点でものごとを多角的にとらえ、さまざまな視点から考察するとともに、他者 

と意見を交流するなか（協同的な学び）で、多様な考え方に気づく。 ･･･（思考・判断・表現） 

・他者性を介した「ひととの出会い」を通した学びを行う。 ･･･（主体的に学習に取り組む態度） 

 

３．単元について 

（１）教材観・ＥＳＤとの関連 

 ・１、２年生の生徒が縦割り班で８つのグループに分かれて、以下の８コースの地域フィールドワ 

  ークを実施した。本報告では、この中の（Ｄ）（Ｆ）コースについて述べる。 

（Ａ）古地図散策 （Ｂ）観光とホスピタリティ （Ｃ）奈良公園ランドスケープ 

（Ｄ）ミツバチから生き方を考える （Ｅ）共生 奈良シカ （Ｆ）春日山原始林 

（Ｇ）奈良のおいしいを守るために （Ｈ・特別支援学級）先輩の働く姿・身近な世界遺産 

 〇［Ｄコース］ミツバチから生き方を考える 

 ・Ｄコースは、「ミツバチから生き方を考える」というテーマで奈良めぐりを実施した。奈良市高畑 

  在住の吉川浩氏に講師を依頼し、当日は奈良公園から春日大社参道、春日山原始林に生息する植 

  物について解説していただきながら散策した。また、能登川沿いを下りながら、吉川氏が自然農 

  法を行っている水田まで移動し、自然の恵みがいかにして街に下りてきているかを解説していた 

  だいた。吉川氏は無農薬でかつ雑草なども駆除せずに、稲作を行っている。生徒はその水田で、 

  吉川氏が育てた稲に実った米粒を班に分かれて数える体験をした。1 粒の米粒が 4,000 粒以上の米 

  粒を実らせることに多くの生徒が驚き、また自然の偉大さを実感できる体験であった。最後に、 

生徒は吉川氏宅でニホンミツバチの観察を行った。実際に自分たちが 1 日歩いたエリアをニホン 

ミツバチが活動していること、そのニホンミツバチが現在減っている原因に、自分たちが知らず 

知らずの内に加担しているという現実を知った。･･･【相互性】【連携性】 

 ・SDGs11（住み続けられるまちづくりを）、SDGs12（つくる責任 つかう責任）、SDGs15（陸の豊 

かさも守ろう）、SDGs17（パートナーシップで目標を達成しよう） 

 〇［Ｆコース］春日山原始林 

 ・Ｆコースは、世界文化遺産「古都奈良の文化財」に含まれる「春日山原始林」を対象としたコー 

スである。春日山原始林は、古来より春日大社の神域として信仰の場であったため、9 世紀頃には 

禁伐令が出されるなど積極的な保護がなされ、原生的な状態を維持する森林として特別天然記念 

物にも指定され守られてきたが、奈良県作成の『春日山原始林保全計画』によると、近年では、 

シカをはじめとする野生生物の食害による照葉樹林の更新不良やナラ枯れ被害の拡大等により、 

原生的な森林が変容していることが明らかになっている。2 年生の生徒たちは春日山原始林を未来 

へつなぐ会の事務局長である杉山拓次氏から適宜アドバイスをいただきながら、現地の下見、事 



前学習（「自然環境班」と「文化・歴史班」に分かれての調べ学習やポイントガイド練習、1 年生 

へのレクチャー）を経て、本番当日は春日山遊歩道から若草山山頂に抜けるコースを散策した。 

また、事後学習では表現活動として「春日山原始林の世界観」というテーマで各自が絵を描き、 

それを貼り合わせて附属中学校版「春日山原始林曼荼羅」を完成させるとともに、「伝える」とい 

うことに着目することから、自然環境に対する思いがどのように育まれていくかを考えた。 

･･･【相互性】【公平性】【連携性】 

 ・SDGs11（住み続けられるまちづくりを）、SDGs13（気候変動に具体的な対策を）、SDGs15（陸 

の豊かさも守ろう） 

 

４．評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

［Ｄコース］ミツバチから生き方を考える 

・よりよい未来を創るため、自分

たちが消費しているものの背景

とそれらを消費することでの影

響を考え、選択できるようにな

る。 

・人間中心の考え方ではなく、す

べての生物が共存していくため

の考え方を身につける。 

・自分たちの生き方にある課題

と向き合う。（自分事化する。） 

［Ｆコース］春日山原始林 

・春日山原始林と人との関わり

を自然・文化の面など、幅広い視

野から理解している。 

・これまでの人間との関わりの

中で、どのように森がのこされ

てきたのか（自然環境に対する

思い）を考える。 

・「自然の気持ち良さ」を五感で

感じる。 

 

５．単元展開の概要 

 



 

 

６．成果と課題 

 ＥＳＤは、持続可能な社会づくりに関する価値観と行動の変容を促す教育である。 

 本実践では、「ひととの出会い」を通して、「教師の変容」と「子どもたち（生徒）の変容」が次のよ

うな場面で見られた。 

（１）「ミツバチから生き方を考える」に関する考察 

 「教師の変容」という点においては、「ひとに出会う」価値を教師自身が見出だしたことが大きな転換

点だったといえる。教師自身が吉川氏の語りを聴くことを通して、確固たる信念と危機感、自分事とし

ての問題意識を感じて行動されていることを感じ取り、吉川氏の生きざまに生徒を触れさせることによ

って、生徒が自らの生き方をふり返り、葛藤する中で自分事として「つくる責任・つかう責任」に思考

が行き着くのではないかと考えるように変化していった。 

当初は、ＳＤＧｓの理解促進が学びの主目的であり、ミツバチはその材料（教材）という位置づけで

あった。ところが、吉川氏という自然農法や養蜂の実践家と出会ったことによって、吉川氏の生き方か

ら学ぶという、「“こと・もの”からの学び」から「“人”からの学び」に大きく方向転換をした。ＥＳＤ

では価値観や行動の変容を重視しているため、「こと・もの」から「～という状況なので○○しよう」で

はなく、人の生き方から学ぶ方が、目的にかなっているといえる。 



同様に「生徒の変容」についても、これまでは漠然と「自然のために･･･」と言っていたことが、自分

事としてとらえることによって多くの課題が見つかるようになり、葛藤が生じるようになった。理想と

現実の中で葛藤し、自分の中である種の「折り合い」をつけていきながらも、中学生にとって葛藤の中

で様々なものの見え方が変わり、多角的に考えようとすることにつながるのではないかと考えた。 

（２）「春日山原始林」に関する考察 

  春日山原始林の実践から明らかになったことは、自然環境を教材とする場合、課題については生徒に

テキスト化して伝えることが容易ということである。春日山原始林においても、ナラ枯れやナンキンハ

ゼ、増えすぎたシカによる食害などの課題は伝えやすかった。 

一方で、自然環境の「よさ」「価値」を伝えることの難しさが改めて浮き彫りになった。自然環境のよ

さに気づかせるために、杉山氏はネイチャーゲームをしたり、目を閉じて森の声を聞かせたり、風を体

感させたりすることで自然環境に着目させ、意識させる活動を取り入れている。その活動を通して自然

環境に関する気づきを得る生徒もいれば、そうでない生徒もいる。杉山氏は「自分は春日山原始林が好

きでこの仕事をしているのだが、この「好き」という感覚をすべての生徒と共有するのは難しい」とお

っしゃっている。 

「よさ」や「価値」は、感覚的なものであるため、伝えることが難しい。 

このことから、価値観や行動の変容を促すには、合理的・科学的な「知識」だけではなく、「感性」「感

動」が必要であるという提案をする。 

杉山氏は春日山原始林でガイドをされる際には、思いもかけなかったものを見つけると、その都度ツ

アー参加者に紹介しているが、杉山氏の生き物を見つけた「喜び」「驚き」は、ツアー参加者に伝染し、

共感することがあると言われている。これは、「ミツバチから生き方を考える」の考察の「生徒の変容を

促すには、まずは教師の変容から」と関連する。指導者が感動したことが子どもに伝わるということで

ある。 

そして、もう一つは、「フィールドワーク」、つまり、現地でこそ感じ、学べることである。 

フィールドワークしながら色々と話したり見せたりすることによって、子どもの「あこがれ」が喚起

され、「よさ」や「価値」への共感が生まれるのではないだろうか。見過ごしがちな生き物を目ざとく見

つけて喜んだり、自然環境に関わる話題を色々と提供するためには、下見をしたり文献を調査したりと

いった事前研修が必要である。春日山原始林について「知っている」ことが想定を持たせ、想定通りの

生き物を発見できたり、想定以上の生き物が発見できたりという「感動」が子どもに伝わり、あこがれ

を生むことで、子どもの春日山原始林に対する関心が高まるのである。 

知識だけでは人の行動は変わらない。知識と感動（感性の揺さぶり）があって、人は自らの行動を変

えていく。あるいはＥＳＤが目指す変容を促すためには、ＥＳＤが模範となるような生き方をされてい

る方と子どもを出会わせるのが効果的ではないだろうか。 

  一方、行動の変容をみる時期については、教育の成果はすぐに出るものと、ずっと先になって出るも

のがあるという共通認識のもと、すぐに結果を求めようとする昨今の教育情勢に流されることなく、長

期的視野で子どもの変容を促す教育が求められている。 

 なお、本実践では、「ひとに出会う学び」への比重が大きすぎて「ランドスケープ学習の視点」が不足

していたことが課題として挙げられる。「ひととの出会い」を通してその人の「生き方」に迫るとともに、

その人が生きてきた歴史的な時間・空間の背景を地理的な読み取りも踏まえて深めていくことによって、

いのちの在り方（働き方や暮らし方などの存在様式の多様性）に気づく機会ともなり、自分事化が図り

やすくなると考える。 


